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１．現状における英語教育の課題
本稿の主な目的は，中央教育審議会（2008）の答
申に述べられている英語教育の現状における課題を
もとに，コミュニケーション能力の育成のために
我々英語教師が共通認識を持つべきことを考察する
ことである。新たな学習指導要領のもとでその目標
を達成するための効率的な学習活動を行っていくに
は，改訂の背景にある課題とその改善のために示さ
れた基本方針に基づいて今後の方向性を考えること
が重要である。本稿では，「改善の基本方針」に記さ
れている項目のうち，「コミュニケーション能力の基
礎となる文法」に焦点を当てる。
平成 10年に学習指導要領が告示されてから 10年
を経た平成 20年，小学校と中学校の学習指導要領の
改訂が行われ，平成 21年には高等学校の学習指導要
領の改訂案も発表された。これらの学習指導要領の
改訂は，生徒の学習状況に関する現状とその課題を
踏まえて行われたものである。平成 20年 1月 17日
付けの中央教育審議会の答申には，外国語科の学習
指導要領改善の基本方針と改善の具体的事項が記さ
れているが，その背景となった実情も以下のように
述べられている。
平成 10年度に告知された学習指導要領の下では，
「外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の
育成を図り，聞くこと話すことなどの実践的コミュ
ニケーション能力を養う」ことを中学校および高等
学校でのねらいとして，外国語の力の育成が行われ
てきた。このねらいの実現として，中央教育審議会
の答申が「生徒の学習状況で比較的良好である例」
として挙げているものは，中学校における「聞くこ
と」の学習状況と高等学校での「読むことにおける
概要や要点を適切に把握すること」である。
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一方，現状における課題としては，以下の（1）の
a～ dが挙げられている（中央教育審議会 2008：
110）。
(1)a. 社会や経済のグローバル化の急速な進展
に伴い，単に受信した外国語を理解する
ことにとどまらず，コミュニケーション
の中で自らの考えなどを相手に伝えるた
めの「発信力」の育成がより重要となっ
ている。
b. 中学校・高等学校を通じて，コミュニケー
ションの中で基本的な語彙や文構造を活
用する力が十分身に付いていない，内容
的にまとまりのある一貫した文章を書く
力が十分身に付いていない状況なども見
られる。
c. 英語が大切，普段の生活や社会に出て役
に立つと考えている生徒は，他の教科に
比べて多いのに対して，学年が進むにつ
れて英語が好きな生徒は減少する傾向が
見られるとともに，中学校において，授
業が分からない生徒の割合が他の教科と
比べて高い傾向が見られる。
d. 高等学校については，「英語Ⅰ」において，
文法・訳読が中心となっている，また，
「オーラル・コミュニケーションⅠ」に
おいて「聞くこと」「話すこと」を中心と
した指導が十分になされていない実態が
あるなど，4技能の指導において偏りが
あるとの指摘がある。
これらの課題のうち，（1）の bに関しては，基本
的な語彙や文構造が「活用」できていないというよ
りはむしろ，「理解と定着そのもの」ができていない
可能性が懸念される。これは，（1）の cにあるように，
中学校の段階で英語の授業が分からない生徒がかな
り多いことからも推測できる。平成 10年に告知され
た中学校学習指導要領のもとでは，「聞くこと」「話
すこと」に重点が置かれてきた。このため，「聞くこ
と」に関する生徒の学習状況は良好であった反面，
「読むこと」「書くこと」の学習が不足していたこと
が十分に考えられる。また，基本的な語彙や文構造
を音声だけでなく，文字によって繰り返し確認しな
がら十分に分析して理解を深めることが不足してい
たことも考えられる。このように「文字と音の対応
に関する学習活動」および「文字媒体の学習活動」
の欠如は，読む力や書く力はもとより，コミュニケー
ションを支える基礎的な文法力を削ぎ，結果として
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図１ 英語ディクテーション試験の平均点の推移
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正確かつ円滑な意思疎通を脅かす弊害となる可能性
が非常に大きい。
小さな事例ではあるが，以下に大学教養英語にお
けるディクテーションの成績の例を挙げる。前ペー
ジの図 1は，大学のあるクラス（16名～17名）の「教
養英語 1年」のディクテーションの力と内容理解度
を過去 13年間に渡り同一問題で調査した試験成績
の平均点の推移である。??
この試験は，世界中の英語学習者が利用している
VOA（Voice of America）ニュースを用いて作成し
たものである。ディクテーションは聞き取った英語
をそのまま書き取るタスクであるが，文法力も含め
た総合的な英語力を見ることができる。平均点が低
下している年度では，例えば read itを＊ readedと
回答するなど，多くの者が基本的な文法力・語彙力
の低下を示す誤りをしている。強勢（拍）言語であ
る英語は音節（拍）である日本語と大きく異なり，
強く発音される部分だけが耳に入るため，初級学習
者が音声のみに頼り，文字を用いた学習を怠った場
合，重要な語尾変化や冠詞・代名詞等が聞き取れず，
文法的な正確さを欠き，意思疎通をも脅かす弊害が
生じる。
また，（1）の b,c,dを考え合わせると，中学校段
階での音声媒体の学習活動への偏りと高等学校の文
字媒体の学習活動への偏りが伺える。（1）bの「内容
的にまとまりのある一貫した文章」が書けるように
なるためには，以下の 3つを中学校の段階から養っ
ていく必要がある。
・1つ 1つの文を英語で正しく表現できる力
・文同士をつないでいく一貫性と結束性を築ける
力
・書きたいことの内容を筋道だてて明確にできる
力
これらの 3つのうち，「1つ 1つの文を英語で表現で
きる力」「文同士をつないでいく一貫性と結束性を築
ける力」は，両方とも文法力に支えられている。こ
こで言う文法力とは，文法用語を駆使できる力では
なく，英語の統語規則に則った文が理解・産出でき
る力を示す。語彙に関しても，文構造の中で的確に
使える力が必要であるため，広義的には文法力に含
めて考えることができる。（1）の aにも深くかかわ
るが，外国語としての英語においては，音声媒体だ
けでなく文字媒体での「発信力」が重要な意味を持
つ。また，ある程度は聞き取ったり読めたりするこ
とはできても，的確・適切に話すことや書くことが
できない場合がよくあるが，発信力を養うためには
新出事項の定着だけでなく，既習事項に数多く触れ
ていくスパイラル的な学習過程が非常に重要であ
る。これらのことから，中学校と高等学校を通じて
の学習では，音声・文字の双方にバランスよく習熟
することが求められる。以上のように，（1）で挙げ
られている 4つの項目は互いに深い関連性を持って
いることが分かる。
（1）の a～ dの課題への対処として，中央教育審
議会の答申に記された新中学校学習指導要領（文部
科学省 2008）と新高等学校学習指導要領案（文部科
学省 2009）への「改善の基本方針」（中央教育審議
会 2008）を以下の（2）の a～ fにまとめる。
(2)a. ?聞くこと」や「読むこと」を通じて得た
知識等について，自らの体験や考えなど
と結び付けながら活用し，「話すこと」や
「書くこと」を通じて発信できるように
するための中学校・高等学校を通じての
「4技能を総合的に育成する」指導の充
実
b. 外国語学習に対する関心や意欲を高め，
外国語で発信しうる内容の充実を図る等
の観点を踏まえた「4技能を総合的に育
成するための活動に資する教材の題材や
内容」
c. 4技能の総合的な指導を通しての「4技能
を統合的に活用できるコミュニケーショ
ン能力の育成」と「文法指導と言語活動
の一体化」およびコミュニケーション充
実のための指導すべき語数の充実
d. 小学校外国語活動における素地の育成を
踏まえた中学校における音声面での指導
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内容の充実と「読むこと」「書くこと」の
指導の充実によるの四領域のバランス良
い指導
e. 中学校での学習の基礎の上に立った「高
等学校における四領域の言語活動の統
合」
f. ?中学校での学習が十分でない生徒」への
高等学校における対応策として，「身近な
場面や題材に関する内容の扱い」と「中
学校で学習した事柄の定着」による中学
校の学習から高等学校の学習への円滑な
移行
小学校で英語活動が必修となるに当たり，中学校
での英語教育は大きな転機を迎えている。小学校の
英語活動では，音声を主体とした活動が行われ，文
構造を分析しない。また，活動は一般的に「わたし」
と「あなた」の間のみでの対話で行われている。一
方，中学校では，文字媒体の学習活動が行われ，こ
れと音声媒体の学習活動とをバランス良く行ってい
くことが求められている。また，言語活動では，人
称の広がりはもちろん時制なども含めて，文構造を
系統的に指導していく。中学校における学習は「高
等学校やその後の生涯にわたる外国語学習の基礎を
培う」ものとして位置付けられている。「改善の基本
方針」では，（2）の eに関して，中学校での学習を受
け，「聞いたことや読んだことを踏まえた上で，コ
ミュニケーションの中で自らの考えなどについて内
容的にまとまりのある発信ができるようにすること
を目指す」としている。
「改善の基本方針」では，（2）の cに関して「4技
能を統合的に活用できるコミュニケーション能力の
基礎となる文法」を「コミュニケーションを支える
ものとしてとらえる」ことが明記されている。本稿
ではこれに着目し，以下の第 2節では「外国語とし
ての英語」と「教室内でのコミュニケーション能力
の育成」について考える。また，第 3節では，コミュ
ニケーション重視の指導と文法指導について考察を
する。
２．?外国語としての英語」と「教室内での
コミュニケーション能力の育成」
英語の学習指導に当たり，小学校・中学校・高等
学校のそれぞれの段階で教師が認識し実行しなけれ
ばならないことは数多く，日々の学習指導で様々な
努力が行われている。しかし，こうした段階の枠を
超えた共通認識を持たなければならないことも非常
に多い。本節では，共通認識が図られなければなら
ないことのうち，「外国語としての英語の特徴」「コ
ミュニケーションとは何か」「コミュニケーションに
必要な条件」について考えたい。日々の学習指導を
展開する中では，個々の題材や言語材料，学習活動
の具体的な項目に注意を払う余り，英語の学習指導
における中核をなすべきこれらのことが忘れられが
ちである。
外国語としての英語の特徴を簡略にまとめると以
下の（3）の a～ dとなる。これらは当然すぎて意識
するのがかえって難しいかもしれない。しかし，個々
の学習活動の構成と展開を考える上で，学習者中心
の授業設計をするためには，いずれも絶えず念頭に
置くべきことである。
(3)a. 英語は日常生活で使われていない。
b. 英語の音声は聞きなれない音声である。
c. 英語の語順は日本語の語順と大きく異な
る。
d. 英語の学習には，教科書・ノート・鉛筆・
辞書・教師・教室などが必要である。
（3）の aに挙げたとおり，英語は日本の子どもた
ちが過ごす日々の生活の中では通常使われていな
い。たとえ自宅学習や塾・英会話学校など，学校の
授業以外で英語に触れる機会があったとしても，日
本語に触れる時間と比較して，英語に触れる時間は
わずかである。学習の目標言語である英語は文字通
り「外国語」である。したがって，（3）の bのとお
り，英語の音声は日常生活で聞きなれていないため，
子どもたちが英語の音声に親しめる環境は意図的に
作らなければならない。また，聞き取れるようにな
106 レイモンド B．フーゲンブーム・上 原 景 子
るまでに英語を聞く多くの機会を作ることが必要で
ある。英語の音声が身近になるためには，初級の学
習の段階において特に以下の（4）の a～ cに気付き
習得していくことが重要である。
(4)a. 日本語は子音の後に母音が生じるが，英
語は子音のみで終わったり子音が連続す
ることが非常に多い。
b. 日本語は音節（拍）言語であるが，英語
は強勢（拍）言語である。
c. 英語では日本語にない音の連結や脱落が
頻繁に起こる。
英語の音声に親しみ聞き取れるようになることは，
触れる英語のインテイクの量を増やすことにつな
がっていく。
（4）の a～ cの習得が十分でない場合，「聞くこと」
においても「話すこと」においても障害が生じ，コ
ミュニケーションの非効率や破綻を生じる場合が懸
念される。日本人以外の英語使用者にとって非常に
聞き取りにくいと言われるいわゆる「日本語なまり」
の特徴として，例えば，英語の strawが［str
c
:］と 1
音節で発音されるのに対し，日本語の「ストロー」
は［suto?ro?］と子音＋母音の連続があるため 3音節で
発音される。また，英語では/ c:/に強勢が置かれるの
に対し，日本語では/to?/の部分にピッチアクセント
が置かれる。さらに，英単語の語尾の子音字が次の
語の語頭にある母音と連結されると，受信では語認
識に障害が起こり，発信では不自然なだけでなく，
聞き取りにくい発音となってしまう。すなわち，英
語でのコミュニケーションの成功のためには，英語
独自の母音と子音の組み合わせ，リズム，音のつな
がりについての的確な認識だけでなくそれらができ
ることが必要になる。
先の（3）の cで挙げた英語と日本語の語順の違い
を習得することは，特にコミュニケーションの成
功・不成功に直接かかわる重要事項である。地球上
の人間の言語は 7000余りである（Cairns 1999，他）
と言われているが，生成文法の観点から見ると日本
語と英語の統語構造は完全な対照を成すと言える。
詳しくは第 3節で述べるが，初級学習者の理解と産
出においては母語である日本語の干渉は数多く見ら
れる可能性があるとはいえ，学習者が英語独自の統
語構造を習得できていない場合，コミュニケーショ
ンに大きな支障を来たす。良く「英語を覚える」と
言うが，慣用表現など一部を除いてコミュニケー
ションに必要な表現を全て 1つずつ覚えていくとい
うことは，非生産的である。言語の特性から見ても，
統語規則を習得しそれを的確に使用していく力を養
わなければならない。外国語学習においては，日常
生活におけるインプットがほとんどないことから，
学習者が新しい言語材料（特に文構造や句構造）を
分析して理解し，定着できる手立てが必要である。
前のページの（3）の dは，「外国語としての英語
学習の不自然さ」を意味している。これは，（3）の
aと密接な関係にある。日常生活で触れることが無
いに等しいため，インプットの主たる場面は「生き
た場面の中で英語が使われている状況」とは全く異
なる教室である。したがって，教師は不自然さの中
にも新しい言語材料の導入から定着，応用までの言
語活動をできうる限り自然なものに近づける（つま
り意味のあるものにする）工夫が必要となる。コミュ
ニケーションで英語が用いられるようにさせるため
には，言語活動における言語材料の機能と場面の整
合性が大きな鍵となる。
次に，「コミュニケーションとは何か」を考えてみ
よう。コミュニケーションの定義には高度に理論的
であったり深く哲学的であったりするものも多い
が，英語教育での授業実践で核となる視点は，以下
の図 2に示すように考えられる。ここでは，例とし
て，Aさんと Bさんの二人の音声媒体のコミュニ
ケーションで考えていくことにする。英語教育では，
コミュニケーションの典型として，二人の対話用い
ることが多く，これを「やりとり」と呼ぶことが良
くある。言語活動を行うに当たり，「やりとり」を「単
純に情報をやったり取ったりする」と考えがちであ
る。もう少し部分的に考えていくと，単純な情報の
やり取りではないことが明白になる。
まず，Aさんが対話を切り出したとしよう。この
ときのAさんのタスクは，図 2の①で示すように，
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自分の「思い」を「話す」行為によって Bさんに転
送することである。一方，対話の相手である Bさん
のタスクは，②のAさんが送った音声信号を受け取
り，その情報を処理してAさんの「思い」を復元（理
解）することである。コミュニケーションを継続す
るために Bさんが次に行うことは，Aさんに自分の
「思い」を発信することであるが，これは，③に示
すように，自分が理解したAさんの「思い」に対す
る反応の転送である。④でのAさんのタスクは Bさ
んからの反応を理解することであり，その後⑤のよ
うに自分の反応を発信することになる。
コミュニケーション能力の育成を目指すために
は，学習の段階にかかわらず，こうした「理解と反
応の連鎖」という観点を意識して言語活動を構成す
ることが重要である。第一節の（1）aに記したよう
に，「発信力」の重要性が叫ばれているが，コミュニ
ケーションを継続するためには，「受信」と「発信」
の双方がある意味では「理解と反応」から成り立っ
ているという認識を大切にすべきである。具体例と
して，授業の始まりの挨拶の仕方を教えるとき，“I’m
 
good/fine.”だけでなく，“I’m hungry.”や “I’m
 
sleepy.”などいろいろな表現を教えていることを見
かける。しかし，生徒が早速これらを使っても，教
師側からの反応が“OK. Let’s start.”という授業開
始の合図であるとしたら，コミュニケーションを重
視しているとは言いがたい。
次に，「コミュニケーションに必要な条件」を考え
てみよう。先の（3）の aと dで取り上げたように，
外国語としての英語学習は極めて不自然な環境で行
われていく。つまり，英語科におけるコミュニケー
ション能力の育成は，教室内での言語活動という不
自然で制約の多い状況下に置かれているため，言語
活動の 1つ 1つを構成・展開するに当たって以下の
(5）の a～ dに挙げる「コミュニケーションに必要
な条件」を考える必要がある。
(5)a. コミュニケーションを図る相手
b. コミュニケーションを図る場面
c. コミュニケーションを図る目的・意図
d. コミュニケーションを図る道具とそれを
使う力
まず，コミュニケーションを図るためには，意思
疎通の目標となる「相手」が必要である。これは，
音声媒体か文字媒体か，あるいは，発信と受信が同
じ空間と時間で行われるか否かに係らない。「相手」
に加え，コミュニケーションを図る「場面」も必要
である。また，これらが可能であっても，コミュニ
図２ ?やりとり」の簡略的な構造
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ケーションを図る目的や意図がなければ，コミュニ
ケーションは起こりえない。さらに，日本人学習者
が母語である日本語を使ってコミュニケーションを
図る際には余り意識されることがないが，コミュニ
ケーションを図る道具とその道具を使う力も必要不
可欠である。ここでいう「道具」とは，言語である。
すなわち，コミュニケーションを図る相手と場面と
目的・意図があっても，「道具」である英語が使用で
きなければ，英語でのコミュニケーションは成り立
たないことは言うまでもない。
この「道具」としての英語は，音声媒体と文字媒
体の双方で使えなければならない。外国語としての
英語教育における言語活動では，「コミュニケーショ
ンの道具」である英語の音声，音韻，意味，形態素，
統語，語用などさまざまな側面を学習者が知り，理
解し，習熟し，活用できるようになるための手立て
を施さなければならない。以下の第 3節では，これ
らの側面のうち，（2）の cに関して，中学校学習指導
要領（文部科学省 2008）では「4技能を統合的に活
用できるコミュニケーション能力の基礎となる文
法」を「コミュニケーションを支えるものとしてと
らえる」とあることから，コミュニケーション能力
を育成するための文法指導のあり方を考える。
３．コミュニケーション重視の指導と
文法指導
日本の英語教育はこれまで様々な教授法の影響を
受けてきたが，とりわけ文法・訳読式の教授法の影
響は非常に大きい。今日コミュニケーション重視の
指導法が一般的になりつつある中でも，先の（1）d
に挙げたように文法・訳読式の教授が多くの教室で
行われている。文法・訳読式の指導法では，文構造
の習得に主眼が置かれ，新出の文型の紹介と説明が
行われた後パターン・プラクティスや和文英訳など
でその文型を練習した後，英語の文章を逐語訳して
いくという流れが一般的である。
コミュニケーション重視の指導法の代表的な
も の は，「コ ミュニ カ ティブ・ア プ ローチ」
（Communicative Approach），または「コミュニカ
ティブ・ランゲージ・ティーチング」（Communicative
 
Language Teaching）と呼ばれているが，1980年代
にイギリスの応用言語学者の間で発展したものであ
る。コミュニケーション重視の教授法は，このとき
まで一斉を風靡していた場面重視の教授法
（Situational Language Teaching）やオーディオリ
ンガル教授法（Audiolingual Method）などの文法中
心の教授法の反動として発展した。日本の英語教育
界もこうした動きの影響を受け，1980年代から「英
語運用能力の育成」さらには「コミュニケーション
能力の育成」という用語が頻繁に用いられるように
なった。
「コミュニカティブ・アプローチ 」は，（6）の a
～ eを主要な原理としている（Richards& Schmidt
 
2002，他）。
(6)a. 学習者はコミュニケーションを図るため
に言語を使用する。
b. 教室での活動の目的は，本物のコミュニ
ケーションそして意味のあるコミュニ
ケーションに根ざすべきである。
c. 言語学習においては，流暢さ（fluency）
と正確さ（accuracy）の両方が重要であ
る。
d. コミュニケーションとは，異なった言語
能力の統合を伴うものである。
e. 言語学習は創造的な積み上げの過程であ
り，試行と間違いを伴うものである。
「コミュニカティブ・アプローチ 」の出現によっ
て言語教授における目標やシラバス，教材，活動を
再検討する動きがおこり，世界規模で言語教授に大
きな影響を与えた。「コミュニカティブ・アプロー
チ 」の原理を組み込んだ形で，他のコミュニケー
ション重視の教授法も生まれたが，これらの例とし
ては，タスク活動を中心とした教授法（Task-Based
 
Language Teaching)や，共同作業を中心としたも
の（Cooperative Language Learning），通常の科目
を第二言語で教える教授法（Content-Based
 
Instruction）等が挙げられる。
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今日の日本の英語の授業では，主にコミュニケー
ション重視の教授法が行われている。コミュニケー
ション能力を育成することを目標とし，一般的な授
業の流れとしては，教師が最初に新出言語材料をコ
ミュニケーションの小場面でダイアローグやモノ
ローグとして紹介し（オーラル・イントロダクショ
ン），簡単な文法説明を行った後，言語活動として「言
語材料についての理解や練習を行う活動」と「コミュ
ニケーションを図る活動」を展開していく。コミュ
ニケーション重視という観点から，「言語の使用場
面」と「言語の働き」を考えた言語活動を行うこと
が強調されている。これを受けて教育現場では，文
法・訳読式の教授法への反動から，文法の説明や練
習の時間が大幅に短縮化され，逐語訳はせず，パター
ン・プラクティスや和文英訳も減る傾向が極めて強
くなった。特に，平成 10年度告示の学習指導要領の
目標が「聞くこと」と「話すこと」を強調している
ことと週当たりの授業時数が削減されたことから
も，「読むこと」や「書くこと」の活動が大きく減少
した。教科書にも以前の形式から大きな変化が見ら
れ，各課の始めのページ一面を割いて詳細に紹介さ
れていた新出文型やその活用は縮小されて各ページ
の下の小さなスペースに分散されている。また，以
前は読み訳すためにあった長い文章も，教科書に 1
つか 2つの短めの「読み物」セクションとなり，会
話形式のページが圧倒的に多くなっている。
言語はコミュニケーションの最も有力な手段であ
るから，言語教育の目標が言語を用いたコミュニ
ケーションの能力を育成することにあることは当然
である。しかし，外国語の学習においてコミュニケー
ションを重視することは，文法の習得をおろそかに
することではないことを改めて確認したい。むしろ，
文法の習得がコミュニケーションを支える基盤とな
ることを強調したい。
ここで，母語におけるコミュニケーション能力の
要素を考えてみよう。以下の図 3は，その要素を簡
略に示している。母語における文構造の獲得は，人
種や言語にかかわらず 5歳までに完了するといわれ
ている。端的に言うと，母語でのコミュニケーショ
ン能力の差異は，正しく文が作れるか否かの差異で
はなく，「場面や状況に適切に対応して言語を使える
か」，「まとまりやつながりをもって言語を使える
か」，「意思疎通の崩壊を防ぎ，効率的に言語が使え
るか」にかかっている。場面や状況に対応できるこ
とも，まとまりやつながりを築くことができること
も，意思疎通の効率化を図ることができることも，
「文を作る力」の基盤ができていることによる。す
なわち，母語では文法（即ち，文を正しく構成する
力）が完成しているため，文法自身でコミュニケー
ションに弊害が起こることはまれである。
次に，外国語におけるコミュニケーション能力の
要素を考えてみよう。以下の図 4に示すように，母
図３ 母語におけるコミュニケーション能力
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語での場合とは対照的に，「文を作る力」の強固な基
盤ができていない。したがって，コミュニケーショ
ンで言語を用いる際，伝えたい内容を正しい文で表
現できないだけでなく，場面や状況に即した表現も
できない。例えば，“I want some tea.”対“I would
 
like some tea.”，“Can I use your phone?”対 “May
 
I use your phone?”，“I couldn’t greet you.”対“I
 
was unable to greet you.”の状況に対応した使い分
けができるためには，それぞれの文構造と機能を習
得できていなければならない。また，英語としての
まとまりやつながりをもつ文章が産出するために
は，例えば，代名詞・冠詞・時制・副詞句などの用
法が習得できていなければならない。さらに，コミュ
ニケーションが崩壊しないような手立てが講じられ
るためには，相手に分かるような別の表現で言い換
えができることなどが必要である。
このように，「文法はコミュニケーションを支える
もの」として確実に定着させなければ，コミュニケー
ション能力の育成は不可能である。
先にも述べたが，7000余りもある人類の言語の中
で，日本語と英語の統語構造は完全な対照を成すと
言われているほど大きく異なる。上の表 1は，日本
人学習者が英語の文構造を習得する際，日本語との
違いで特に戸惑うことが多いと思われることのう
ち，主なものをを概略的にまとめている。
日本人の英語学習者が英語におけるコミュニケー
ションを支えるための文法力を築くためには，表 1
に示したような違いを 1つ 1つの文構造の学習で習
得し，やがて一般化できるようにならなければなら
ない。先の（3）で取り上げたように，日常生活でほ
とんど使用されていない言語の習得であるため，イ
ンプットが圧倒的に少ないことは致命的である。し
たがって，コミュニケーションを重視した言語活動
を展開するに当たり，それぞれの文構造の機能を極
図４ 外国語におけるコミュニケーション能力
表１ 日本語と英語の統語構造上の主な違い
日 本 語 英 語
基本の語順 主語＋目的語・補語＋動詞 主語＋動詞＋目的語・補語
句の中心語 句の最後 句の最初
主語や目的語の省略 あり なし
語順のかき混ぜ規則 あり なし
格助詞 あり ほとんどなし
疑問文 文の最後で決定 文頭で決定
修飾語の位置 いつも非修飾語の前 非修飾語の前と後
主語と動詞の一致 なし あり
単数・複数の区別 任意 いつも
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力「自然で典型的な場面設定」の中で提示し，適切
な「分析の時間と機会」を与えることが必要である。
特に，そうした中で「十分な反復練習」の機会を与
えることが大切である。また，機械的なパターン・
プラクティスでなく，コミュニケーションの小さな
場面を作り，文構造の機能を生かしながらの繰り返
しの練習が求められる。
英語教師は，英語に習熟し，表 1に挙げた日本語
と英語の統語上の大きな違いはほぼマスターしてい
るため，初級学習者にとっての難しさが理解できな
いことが多い。コミュニケーション重視という名の
もとに行われている活動で近頃よく聞く，「アイコン
タクトをしっかりすること」と「大きな声で話すこ
と」という指示がある。1つ 1つの表現を十分に理解
し，自信をもって使えるような手立てを施さないう
ちにこのような指示を強制することは，大きな誤り
である。
４．終わりに
本稿では，中央教育審議会（2008）の答申に述べ
られている英語教育の現状における課題をもとに，
コミュニケーション能力の育成のために我々英語教
師が共通認識を持つべきことを考察した。「改善の基
本方針」に記されている項目のうち，「コミュニケー
ション能力の基礎となる文法」に焦点を当て，外国
語としての英語の特徴と教室内でのコミュニケー
ション能力の育成で留意することを考えた。また，
「文法はコミュニケーションを支える基盤である」
という観点からコミュニケーション重視の教授法と
文法指導について，言語活動のあり方について検討
した。
外国語としての英語学習の運命は，不自然さとイ
ンプットの不足によって多くの手立てを強いられて
いる。こうした困難な状況に挑戦していくための手
段として，例えば，ALTとのティーム・ティーチン
グのあり方を見直し，不自然な中にも極力自然な場
面と「英語を使う必然性」を打ち出し，1つ 1つの表
現を「使う」ことを目的として提示し，たっぷりと
練習をして，生徒に自信を持たせることができるよ
うな活動を実践してくことが重要である。
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